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最近、どうも売上が伸びない。マーケティングオートメーションという言葉を目にする

機会も増えたが、ツールを導入するだけで売上拡大に繋がるのだろうか。そもそも何を

するツールなのか、またどこから手を付けていくべきかが分からない。――

本資料では、このような悩みを解決するため、マーケティングオートメーション（以下、

「MA」）について、そのツール導入を検討する際に必要と考えられる事項をわかりやすく

説明していきます。

売上を拡大するにはまず多くの見込み客を集める必要があります。そしてマーケティング

活動や営業活動の中で有益な関係を構築していき、受注へとつなげる。それらのプロセス

をいかに効果的に進めるかが重要です。

しかし、売上目標を達成しなければならない営業担当者は、受注確度の高そうな有望顧客

への対応に集中することが多く、確度がまだそれほど高くない見込み客への対応はおろそ

かになりがちです。一度は自社の製品・サービスに興味や関心を持ってくれた見込み客で

も、その後の働きかけがなければ興味・関心を失うどころか、他社に奪われてしまうこと

も考えられます。

人手があれば、時間が増えれば……そんな要望を叶え、上記のように手薄になりがちな見

込み客への対応を自動的に行ってくれるのがMAツールです。

見込み客のデータを集約・一元化し、どのような関係構築をするか、その「シナリオ」を

設定すれば、あとはMAツールがいつでもどこでも24時間365日自動で動いてくれるのです。

お問い合わせはこちら
読んでみたけど
どうやればいいかわからない

もっと簡単にできるツールや
サービスがあるなら話を聞いてみたい

ferret Oneの機能や
価格について聞いてみたい

ここまで、内容はいかがでしたでしょうか？

ホームページ無料診断はこちら

などなど、お気軽にご相談ください。もちろん無料です。

はじめに ～なぜマーケティングオートメーションが必要なのか？～

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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MAツールの導入・利用により、効率的に見込み客へのきめ細かな対応を行うことに

よって、有望顧客が増え、売上の拡大が期待されます。しかし、一見いいことづくしの

MAツールですが、導入における失敗例が多いのも事実なのです。

それはなぜか。

一つには、導入すれば効果があがると考え、MAが何かをあまり理解することなく導入

してしまい、結局使いこなせずに放棄してしまうパターンです。その一方、自社が必要

としていることに比べ、オーバースペックなツールを選択し、利用が進まない例もしば

しば見受けられます。

このような失敗を未然に防ぎ、自社の課題解決に最適なMAツールを導入するためにも、

本資料をお役立ていただけますと幸いです。

なお、MAは、BtoB / BtoCどちらのマーケティングで利用するかによって、若干考え方が

異なります。基本的な機能は同じなのですが、BtoBでは育てた有望顧客を営業にバトン

タッチすることがゴールであるのに対し、BtoCにおけるMAのゴールは購入の促進と顧客

のロイヤルカスタマー化となります。

本資料では、導入例が多く、またツールも豊富に用意されているBtoBでの利用を念頭に

説明を進めていくことにします。これからMAツールの導入を検討される方は、ツール

選定前に押さえておくべき基本をおさらいしていきましょう。

お問い合わせはこちら
読んでみたけど
どうやればいいかわからない

もっと簡単にできるツールや
サービスがあるなら話を聞いてみたい

ferret Oneの機能や
価格について聞いてみたい

ここまで、内容はいかがでしたでしょうか？

ホームページ無料診断はこちら

などなど、お気軽にご相談ください。もちろん無料です。

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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「マーケティングオートメーション（MA）」とは？1

ホームページ無料診断はこちら

まずMAの定義から説明を始めることにしましょう。

MAには様々な定義がなされていますが、ここでは基本的な役割・機能を押さえ、下記の

ように定義します。

MAとは、獲得した見込み客を集約・一元化し、育成・精査して、育った有望顧客を

営業に渡す一連の流れを自動化すること。

「はじめに」でも触れたように、獲得した見込み客をどのように効率的に有望顧客に育成

するかがポイントになります。また“自動化”とは書きましたが、すべてのプロセスを

自動化するわけではないことに注意が必要です。

MAの定義▶

マーケティング・営業の流れとMAの基本領域

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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獲得した見込み客を育て、精査し、営業マンに質の高いリストを送る一連の流れを

自動化するMAですが、なぜ今これほどまでに注目を集めているのでしょうか？

その要因として、獲得した顧客リスト（リード）にアプローチできていない企業の

課題が挙げられます。

2015年、電通イーマーケティングワンが法人営業担当者に対して実施した調査に

よれば、「営業のリスト（メールアドレスや電話番号など）に対してどの程度アプ

ローチできているか？」という質問に対して「すべてにアプローチしている」と回

答したのは全体の25％程度しかおらず、ほとんどの企業はリストに対して営業漏れ

を起こしていることが分かりました。下のグラフは調査レポートからの抜粋です。

MAが必要とされる背景▶

「法人営業の営業リストに関するアンケート調査」のレポートを発表 | 電通イーマーケティングワン

https://prw.kyodonews.jp/prwfile/release/M102925/201502047421/_prw_OR1fl_6kaV4ytC.pdf

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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なぜ、広告費や人員を使って獲得した大切なリードを活用できずにいるのでしょう

か？先の調査のなかで、2つの理由が示されています。

つまり獲得した大量のリードの中に、当面受注には至らないような見込みの低いもの

が含まれており、すべてにアプローチするとなるとかえって効率が悪い、という考え

が背景にあるようです。

確かに、忙しい営業担当者・マーケティング担当者の方からすれば、現段階でそれほ

ど見込みのないリードに対してアプローチするのは時間的にも労力的にも厳しいもの

があります。

一方で「できることなら、リードを獲得した経路やホームページ上でのアクションに

応じて最適なメールを送ったり、興味関心が高まったユーザーに対してキャンペーン

の案内をしたい」......このような本音をお持ちの方も数多くいらっしゃるでしょう。

そんな担当者の悩みを解決してくれるツールが、まさしくMAなのです。

営業担当者やマーケティング担当者の方であれば、MAが注目される理由がお分かりい

ただけたのではないでしょうか。

❶リストが多すぎて、アプローチしきれていない 

❷リストの質が低く、アプローチしても意味がないと感じている 

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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一口に見込み客と言っても、展示会でたまたま立ち寄って名刺をおいただけの人や、

既にセミナーなどにも参加し、競合製品・サービスとの比較検討を進めている人など、

製品・サービスへの興味の深さや理解度にはバラつきがあります。

多数の見込み客のこのような個別状況を踏まえつつ、適切な営業推進を進めて行く

ことは、多くの人手と時間を要する作業であり、直ちに受注には結びつかないこと

であるだけに、その効率化が求められます。

MAツールを導入し、上手に利用することができれば、このような課題の解決を進める

ことができます。

MAツールでは、一元化された見込み客の個別状況、つまり展示会やセミナーなどの

イベント参加の有無や、ホームページ閲覧履歴などを踏まえ、個別の見込み客に適した

メールを自動的に送信することなどを通じ、効率的で効果的な営業推進を行うことが

できます。

MAツールの有効活用により、マーケティング部門、営業部門の人たちは、それぞれの

本来業務に取り組む時間をより多く生み出すことができます。

しかし、MAツール導入には注意しなければならない点もあります。

それは、活用できるようになり効果を生み出すまでに時間を要することです。

導入のメリット・デメリット▶

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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見込み客データの集約・一元化や、どのような見込み客にどのようなメールを送るか

など、様々な準備と設定が必要です。そして利用を始めても、これらの準備や設定が

適切であったかどうかの検証を行い、改善を繰り返していかなければなりません。

このような作業が中途で頓挫し、放棄されてしまう例も多いだけに、しっかりとした

導入計画と体制の整備が求められるでしょう。

＜まとめ＞ MA導入のメリット・デメリット

■見込み客の有望顧客への育成を効率的に進めることができる

■見込み客の個別状況に応じた、より高度なマーケティングが実施できる

■導入のため様々な準備や設定が必要で、活用するまでに時間を要する

メリット

デメリット
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MAツールでできること2

ホームページ無料診断はこちら

では、このようなMAツールを利用してどのようなことができるのかについて説明しま

しょう。

機能▶

MAツールのなかには、マーケティング、営業に関する必要機能を網羅する高機能の

ものもありますが、ここでは、MAツールに共通する基本的な機能について説明します。

簡易なページを作成することができます。登録フォームやランディングページを作る

機能として搭載されていることが多いです。

①ページ作成

メールの開封率やお問い合わせに至ったユーザーの率を計測したり、ページを訪れた

ユーザーの行動を分析するためのアクセス解析機能が付いています。

②アクセス解析

1
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③リード管理機能

見込み客の情報は、通常、多部門に渡って管理されている例も多いのですが、これらは

MAツールを使うことで一元的に管理できるようになります。企業名、所属、役職、氏

名などの属性情報のほか、これまでの折衝情報やMAツールにより取得できるホーム

ページの閲覧履歴、送信メールの開封率など収集可能なあらゆる情報を管理します。

④リードナーチャリング機能

例えば展示会に来場した見込み客に、来場の謝礼と次のステップ、セミナーの参加案内

や廉価版の案内等を送付する機能です。

展示会に来場した人、資料請求をした人などをセグメント化し、そのセグメントに対し

て、適切なメールを配信し、見込み客の次のステップへの“成長”を促せます。送信先の

氏名を実名にするなど、営業担当者が個別に送ったOne to Oneメールという体裁での

送信が可能です。

⑤スコアリング機能

見込み客の行動履歴によって点数を付け、セグメントを分けたり営業マンに引き渡す有

望顧客の判定を行うことができます。 

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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一度自社商品を購入したことのある顧客であっても、しばらくアクセスがないと

営業推進の対象から外れてしまうこともありえます。こうした休眠顧客をMAツール

に取り込むことにより、掘り起こしを図ることができます。

活用方法▶

顧客情報は、部門・部署ごとに管理している企業も多いのですが、MAを導入する

ことでそれらの情報を一元的に管理・共有し、会社の顧客情報基盤を統一すること

ができます。それまで属人的にしか把握できていなかった営業進捗の状況を、部門

をまたいで確認することができます。

特徴▶

ここまで述べてきたように、MAツールの最大の特徴は見込み客を効率的に育成する

ことですが、その他に次のような特徴もあります。それは、マーケティング・営業部門

で利用されるSFAやメール送信ツール、またスコアリングツールなどの多くのツールを

代替・統合して利用できることです。

2

3

②顧客情報管理データベース

③休眠顧客の掘り起こし

繰り返し述べていますが、マーケティングオートメーションのもっとも一般的な

活用方法が見込み顧客の育成です。ユーザーの性質や行動に合わせて最適な情報

を送り、関係構築をしながら有望顧客へと転換させていくことができます。

①見込み顧客の育成

https://ferret-one.com/cp/101-diagnosis?utm_source=ferret&utm_medium=referral&utm_campaign=matool&waad=xu5Nh9uR
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MAツールの比較3

ホームページ無料診断はこちら

現在日本国内には、MAツールと称しているものが100程度は存在します。

これらのなかで、著名なツール、導入例の多い8つのツールを下表にまとめました。

なお、こちらの内容は資料作成時点（2017年10月）のものになりますので、興味の

あるツールがございましたらサービス提供企業のホームページをご確認ください。
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ここまで、内容はいかがでしたでしょうか？

などなど、お気軽にご相談ください。もちろん無料です。

MAツールを導入する前に必要なこと4

ホームページ無料診断はこちら

MAツールは導入後の失敗例も多いだけに、下記の項目についての充分な検討を

行って導入に望みましょう。

目的・課題の明確化▶

まず、自社の営業の進め方にどういう課題があるかを整理し、そのなかでどの業務を

改善することを目的としてMAツールを導入するかを明確にする必要があります。

手当たり次第目的を設定し、一気にMAツールによって成果を挙げようとしても挫折

することは目に見えています。

ターゲット設定▶

これまでに進めてきた営業活動のなかで、どのような経路（カスタマージャーニー）

をたどってきた見込み客が有望顧客へ、そして受注へと進む傾向が強いのかを分析し、

MAツールのターゲットを設定します。

シナリオ設計▶

前項のカスタマージャーニーをもとに、行動経路によって見込み客をセグメント化し、

それぞれのセグメント毎に次のステップへ誘導するための効果的な方法を分析・整理

し、MAツールで適用するシナリオの設計立案の準備を行う必要があります。
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コンテンツ作成▶

MAツールの中心となるメールマーケティングでは、当然のことながらメールコンテンツ

の用意が必要になります。目的別・ターゲット別・シナリオ別に、それぞれコンテンツ

が必要になるので、導入に先立ち、準備を進めておくことが望ましいでしょう。

運用のルール化▶

運用に先立ち、誰がMAツール運用の責任者であり、誰がメール送信の担当者であるのか

など、運用体制のルールを明確にしておく必要があります。

またメール送信など各アクションの実施タイミングや、準備・設定の評価および検証と

改善をどのようなスケジュールで実施するかをルール化しておくことも重要です。

 ＜まとめ＞導入前に必要なこと

■目的・課題の明確化

自社の営業課題を整理し、何を目的にMAツールを導入するかを明確にする

■ターゲット設定

どのような見込み客をターゲットにするかを設定する

■シナリオ設計

ターゲットの見込み客のセグメントに対し、次のステップへの誘導方法を設計する

■コンテンツ作成

目的別・ターゲット別・シナリオ別にメールコンテンツを用意する

■運用のルール化

運用体制のルール化と、各アクションや評価・改善のスケジュールを決めておく
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MAツール導入にあたっての注意5
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ツールの選び方▶

MAツールの選定においては、前章で挙げた目的や課題、そしてターゲットを明確にし、

どのような機能が必要かを整理した上で、それに適したものを選択することが何よりも

重要です。

ここまで述べてきたように、上記の検討をあまり行うことなく、多機能のツールであれば

事が足りると考えるのは、導入後失敗の原因になります。

まずは必要最低限の機能を備えた使い勝手の良いツールを導入し、充分に活用した後、

必要と考えられる機能が出てくれば、改めてツールのバージョンアップを検討すること

がリスクの少ない方法と言えるでしょう。

繰り返しになりますが、導入前に必要な諸事項を充分に整理・検討し、また体制も確立

した上で、ツール選択、そして導入へと進むことが重要です。

なお、MAの前提としていかに多くの見込み客を集客するかが重要ですが、この集客を

効果的に進めることができるコンテンツマーケティングを併せて導入・利用することに

より、MAの導入はさらに効果を発揮します。
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ここまでMAツールについて導入に際し、必要なことを基本的な

事項を中心に説明してきました。

MAツールは様々な導入準備が必要であり、導入してからも評価

・改善の繰り返しが求められることなど簡単に活用成果を出せる

ツールではありません。ferret One マーケター
佐藤　亮太

　　

　　　　

おわりに　～自社の課題に合ったMAツールを選ぶのが大切～

しかし、今まで手薄になりがちだった見込み客との関係構築が、One to Oneマーケティ

ングの実施などにより格段に強化され、効率的により多くの有望顧客を獲得できるよう

になります。

このような成果を得るためには、MAツールの“賢い”選択が欠かせません。

文中でも述べてきたように、オーバースペックなツールを選び失敗する例も多いだけに、

自社の課題は何かを明確にし、それを解決できる導入しやすく、また利用しやすいツール

を選定することが成功の秘訣です。

MAツールの導入を検討されている方は、本資料を参考に、適切なツールを選択して

大きな営業成果を収められることを期待しています。
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サービスがあるなら話を聞いてみたい
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ここまで、内容はいかがでしたでしょうか？

ホームページ無料診断はこちら

などなど、お気軽にご相談ください。もちろん無料です。
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なお、弊社が提供しているferret Oneというサービスもまた、顧客の管理や育成をする

ためにご活用いただけるツールになっております。

今回ご紹介した本格的なMAツールと比べると機能は少ないものの、マーケティングの

初心者の方でも簡単に操作できることから、MAの導入に不安を抱えている企業にご導入

いただいています。

MAツールに限りませんが、新しいツールや施策を取り入れる際には何かとわからない

ことが多いはずです。そんな方のために、期間限定で「ホームページ無料診断」という

キャンペーンをご用意しております。

自社にピッタリなMAツールがわからない、そもそもホームページ集客について何が課題

かがわからない、といった方がいらっしゃれば、まずはお気軽にご相談ください。
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などなど、お気軽にご相談ください。もちろん無料です。
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